
令和５年８月17日 

静岡県賀茂農林事務所長　様 

静岡県下田市箕作４５９番地　 
鈴木 浩伸　　　　　　　　 

農業振興地域制度等の適正な運用について（申し入れ） 

令和５年３月23日付け下産農第68号により下田市長から発出された「伊豆縦貫自動
車道下田北ＩＣ周辺の農地利用について（協議）」（以下、協議依頼文書という）に
関して、平成９年12月１日付け９構改B第1151号構造改善局通知「農地転用及び農業
振興地域制度に係る相談・苦情処理窓口の設置について」（最終改正　平成28年３月
31日27農振第2452号）及び関東農政局の指導・助言に基づき下記のとおり申し入れ
ます。 

記 

１　稲梓地区区長会会長及び箕作区長連名の提案書について 
　　下田市長は協議依頼文書において、令和５年３月13日付けで稲梓地区区長会会長
及び箕作区長連名による「令和４年度稲梓地区・区長会（箕作区）提案書」（以
下、提案書という）について、「地域として下田北ＩＣ周辺を活用した地域作りを
望んでいます。」とあたかも提案内容について地域住民の合意を得ているかのよう
に記述していますが、全く事実と異なります。 
　実際、提案書の１「農業施策の見直しについて」については、地域住民はもちろ
ん、当事者である農地の地権者や耕作者の同意さえ得ておらず、先般、協議依頼文
書の存在やその後の協議内容に係る事実を公文書開示で知ることとなった農業者に
おいては、農用地区域からの除外に伴う中山間地域等直接支払交付金の変更など寝
耳に水の事実であり、近く臨時で中山間役員等でこの問題の対応を協議する状況と
もなっています。 
　また、提案書の２については。市は勉強会冒頭、他県の道の駅の事例を紹介した
ものの市として道の駅を提案するものではないと答えており、勉強会において道の
駅はもちろんのこと具体・抽象含め何らかの参加者合意の施設整備案があったとい
う事実はありません。また、意見交換において場所を特定しない形で地域の拠点づ
くりに必要なアイデアを募ったものの具体案は積極的には出ていません。 
　まして、防災拠点については防災の具体的にどのような機能（避難？指揮？物資
保管？）の拠点なのか何ら具体性のない抽象的なもので具体的機能によっては周辺
の不耕作地や稲梓中学校跡地などへの機能分散（代替性）も可能なはずのものです
（しかも、防災拠点を要望したのは箕作区の住民ではなくその場にいた別の区の区
長です）。　 
２　除外手続き等の適正化について 



本事案について、平成９年12月１日９構改B第1151号構造改善局通知「農地転用
及び農業振興地域制度に係る相談・苦情処理窓口の設置について」（最終改正　平
成28年３月31日27農振第2452号）に基づき別添写しのとおり関東農政局農村振興
部農村計画課あて文書相談（照会）し、回答を得ました。  
　これに基づき、以下のとおり申し入れます。 
(1) 土地改良事業８年経過について 
　現在貴職と下田市において除外協議を行っている農用地は土地改良事業完了か
ら８年経過しているとはいえ、農振法第10条第3項第2号に該当し農用地区域とし
て定める土地とされており、農振除外の法律要件に該当する範囲でのみ除外が可
能となるものです。また、用地の全面取得の見込みがまいまま定期変更により
「農用地等とすることが適当な土地に含まれない土地」として整理する場合にあ
っても、農振法施行規則第４条の５第27号の計画（いわゆる27号計画）として具
体的に施設の種類、位置及び規模を明確にした上で所定の要件を満たすなどの必
要があり、その上で用地買収を進め、場合によっては土地収用法に基づき事業認
定を受け強制収用で用地取得する必要があります。 
　さらに、下田市は協議依頼文書において都市計画マスタープランを開発の根拠
として引用していますが、同プランでは別に、稲梓地域においては「営農が維持
されている集団的な農地については、保全することを基本とする。」と明記され
ており、都合の良い一方的主張を行っています。当該地は営農が継続されてお
り、今後も継続が見込まれる良質な水と日当たりに優れた優良農地であり、いか
なる施設であってもまずは周辺の耕作放棄地等の活用検討を優先すべきです。 
　現状、個々の農地の地権者及び耕作者の同意もなく用地取得の目処もない上、
何ら法定要件を満たしておらず、慎重かつ適法な対応をお願いします。 

(2) 補助事業財産処分について 
　除外予定地は平成７年度県営ほ場整備事業稲梓地区で基盤整備した農用地です
あり、農地のほか（個々の農地に接する）道路、用水路、排水路も整備されてお
り、各筆の農地以外の区域内農道も含めて転用しようとする場合は財産処分や機
能交換等の調整が必要となります。 
　そのなかでも除外予定とされる農地に接する道路（農道）にあっては、耐用年
数（処分制限期間）が40年であるため残存期間がまだ10年以上あり、その処分
（農振区域からの除外含む）に当たっては国に対して処分に係る申請を行い承認
を得ることが必要となります。 
　この際には具体的施設の態様（種類、規模、位置、設計など）や転用範囲の明
確化が必須であり、もし買収の見込めない農地が一部でも残るとなれば日照通風
等の影響の評価や農業用水等の機能交換等の案を当該農地の農業者と調整する必
要もあります。 
　一方、万が一ですが農業者の同意無しでの強制収用の道を選択し強行する場合
であっても、土地収用法に基づく事業認定は必須であり、この場合、具体的施設
の態様（種類、規模、位置、設計など）や転用範囲の明確化だけでなく、利用者
予測を踏まえた費用便益分析などの公益性の優れる旨の立証も必要となります。 
　この点も留意の上、慎重かつ適法な対応をお願いします。 



(3) その他 
１に記載の事実からも分かるとおり、下田市は農業者に正確な情報を伝えること
なく、地域計画の作成を見送らせることをもって中山間地域直接支払制度の対象
からこの区域を廃することで耕作者（利用権者）による耕作を諦めさせ不在地主
を中心に開発のための同意拡大を目論んでいるかのような不誠実な対応を行って
おります。県自ら農業者の意向を確認するなどし、国の見解どおり中山間地域等
直接支払制度が「地域の農業振興の基本的方向に沿った形で推進」されるよう、
市に対して適切な指導を行うようお願いします。 

＜追記：別地における疑義＞ 
　下田市は平成３０年度設置の下田市建設発生土活用検討会において箕作候補地（上
原仏教美術館から稲梓川を挟んだ向かいの農振農用地区域内農地）において建設発生
度を利用しての公園整備を検討している。（下田市ホームページに掲載中） 
　その後具体的な整備案が市の計画として決定しないまま、現在、用地（事前？）交
渉を進めているとの情報があった。 
　そもそも地方自治体の整備する公園は別の条例の定めがない場合都市公園法に基づ
くものであり（※下田市の条例には都市公園法に基づく公園条例しかない）、昭和51
年2月19日付け農林省構造局改善局長、林野庁長官及び建設省都市局長による覚書に
より農用地区域内のままでは都市公園区域を設定できない（用地買収等の事業着手で
きない）はずである。 
　最終的に都市公園として整備する計画であるならば、着手前に事前の除外が必要と
考えるが如何か。 
　また、仮に任意の遊具をおいた広場で都市公園法の適用外で除外不要という抗弁を
しても農振法第15条の２に規定の「地域振興上又は農業振興上の必要性が高いと認め
られる施設」と認めるにたる具体性がない施設であることから開発許可を不要とする
ことはできないものと考えるが如何か。 

以上



令和５年８月17日 

下田市農業委員会長　様 

静岡県下田市箕作４５９番地　 
鈴木 浩伸　　　　　　　　 

農業振興地域制度等の適正な運用について（申し入れ） 

　このことについて、平成９年12月１日付け９構改B第1151号構造改善局通知「農
地転用及び農業振興地域制度に係る相談・苦情処理窓口の設置について」（最終改正　
平成28年３月31日27農振第2452号）及び関東農政局助言に基づき別添のとおり静岡県
賀茂農林事務所長あて申し入れを行ったので、貴委員会の審査等に当たって御留意願いま
す。







令和５年７月27日 

関東農政局　農村振興部　農村計画課　御中 

静岡県下田市箕作４５９番地　 
鈴木 浩伸　　　　　　　　 

農業振興地域制度に関する相談について 

平成９年12月１日９構改B第1151号構造改善局通知「農地転用及び農業振興地域制
度に係る相談・苦情処理窓口の設置について」（最終改正　平成28年３月31日27農振
第2452号）に基づき以下のとおり文書相談（照会）します。 

記 
　現在工事が進められている伊豆縦貫自動車道の（仮称）下田北インターチェンジ近
接の農振農用地において下田市は道の駅等を整備すべく、まずは制約のある農振農用
地区域内農地（青地）から除外しようと県と調整を進めています。 
　一方、地権者や耕作者の同意は得ておらず、道の駅等の具体案（機能、規模含め）
は全く示されていません。市議会も不知でこのような調整を行っている事実すら明ら
かにしておらず、当然ながら実現可能性を裏付ける予算目処は全くありません。 
　このような状況下において、除外協議の対象としている農地を青地から除外した
後、農地転用許可不要の収用対象事業（土地収用法第３条第32号の広場など）の名目
で用地買収し建設発生度で埋め立てを行う計画のようです。 
（静岡県及び下田市開示の公文書参考添付） 

１　除外協議対象農用地について 
　　下田市の公文書に示されている「除外協議対象農用地一覧表」の農地は平成７年
度県営ほ場整備事業稲梓地区で基盤整備した農用地です。農地のほか（個々の農地
に接する）道路、用水路、排水路も整備され、埋め立て対象（箕作中地区約２ha）
にはこれら補助事業財産も含まれています。 
　　そのなかでも道路（農道）にあっては、取得年月日は平成9年3月17日であり耐用
年数（処分制限期間）40年であるため残存期間がまだ10年以上あります。 

２　除外手続き等の疑義について 
本事案について以下のとおり疑義があるので相談（照会）します。 
(1) 土地改良事業８年経過について 
　除外協議対象となっている農用地は土地改良事業完了から８年経過していると
はいえ、現に耕作が継続されており、（添付の下田市資料で耕作継続が困難とし
ていた耕作者から今年から別の大手耕作者に耕作が引き継がれるなど）今後10年
以上に渡って耕作継続が見込まれる日当たりの良い優良な水田区域であるにもか
かわらず、具体的な道の駅等の構造物について未定の状況下で単にインターチェ



ンジから一番近いというだけで今後開発予定の広場造成などとして除外が認めら
れるものなのか。 

(2) 補助事業財産処分について 
　除外予定地には我が家の水田（地番1433）も含まれており、当然そこに至る
農道や水路があります。農地ナビ等で確認していただければ分かるとおり、国道
や県道に接していないためこれら農道や水路は耕作継続の上で必要不可欠なもの
です。 
　当方としては土地収用法に基づき公益性を認めた事業認定を市が得るまでは売
却するつもりはないため、市が同地を除いて開発（埋め立て）をするとした場
合、耕作継続に当たり現在の農道や水路が維持されるのか、あるいは周辺とを迂
回するような不便な付け替えが許されるものなのか教えてください。 
　また、補助金等に係る予算の適正化等に関する法律に基づき処分制限期間の残
っている農道の処分については関東農政局において承認等関与すると見込まれま
すが、その際の申請承認等手続きは除外前にすべきものなのか除外後なのかどの
時点となるのか、及び具体的施設の裏付けがない単なる広場の段階でも可能なの
か教えてください。 

(3) その他 
下田市は中山間地域直接支払制度の対象からこの地域を廃することで耕作者
（利用権者）による耕作を諦めさせ不在地主を中心に開発のための売却同意拡大
を目論んでいるようであるが、農業施策としてこのような手法が認められるもの
なのか問う。 

以上

鈴木浩伸
※ R5.7.27までに開示された文書を添付



鈴木浩伸
R5.8.25開示公文書













鈴木浩伸
R5.7までに開示された公文書
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! 㐨䛾㥐䛻䛩䜛ሙྜ䛿䚸య⫱㤋䛾䝇䝨䞊䝇䛻㐨䛾㥐䚸ఇ᠁䝇䝨䞊䝇䛺䛹䛜㓄⨨䛥䜜䜛䚹㻌

ṽṽṽṽࠊࠊࠊࠊợụợụợụợụẐẐẐẐؕஜᚘဒؕஜᚘဒؕஜᚘဒؕஜᚘဒίίίίẺẺẨẺẺẨẺẺẨẺẺẨకకకకὸὸὸὸẑẑẑẑỆỆỆỆݣݣݣݣẴỦẴỦẴỦẴỦࠊࠊࠊࠊỉỉỉỉᎋᎋᎋᎋảảảảሁሁሁሁỆếẟềỆếẟềỆếẟềỆếẟềᛟଢᛟଢᛟଢᛟଢᴾPPP

ίμ˳ὸᴾ

! 䠏ᖺᚋ䛾ཷ䛡ධ䜜䜢┠ᣦ䛧䛶䛔䜛䚹᪋タ䛜ᩚഛ䛥䜜䜛䛾䛿䠐䚸䠑ᖺᚋ䛸ᛮ䜟䜜䜛䚹௒ᖺᗘ୰䛻฼⏝┠ⓗ䜢ᩚ
⌮䛧䛯䛔䚹㻌

ίሜ˺ͅᙀעὸᴾ

! ⦪㈏㐨䛜ᩚഛ䛥䜜䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸ᅜ㐨 㻠㻝㻠 ྕ䛾஺㏻㔞䛿ῶᑡ䛩䜛䛸᝿ᐃ䛥䜜䜛䚹⟪సೃ⿵ᆅ䛻䛴䛔䛶䛿ᆅ

ඖ䛜ά⏝䛧䜔䛩䛔⎔ቃ䛻䛺䜛䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹ᇶᮏィ⏬䠄䛯䛯䛝᱌䠅䛿ᕷ䛾⪃䛘䛻䜒㏆䛔䜲䝯䞊䝆䛸䛔䛘䜛䚹㻌

ί᪰Ҿͅᙀעὸᴾ

! 㡲ཎೃ⿵ᆅ䛾య⫱㤋䛾ᩚഛ䛻䛴䛔䛶䛿䚸⤒῭ⓗ䛻㞴䛧䛔䚹ᩚഛ䜎䛷᫬㛫䜒䛛䛛䜛䚹ୗ⏣ᕷ䛷䛿䚸୰Ꮫᰯ
䛾෌⦅䠄⤫ᗫྜ䠅䛾ヰ䛜㐍䜑䜙䜜䛶䛔䜛䚹䜎䛰䚸✄ᱻ୰Ꮫᰯ䛾య⫱㤋฼⏝䛻䛴䛔䛶᪉ྥᛶ䛿ฟ䛶䛔䛺䛔䜒

䛾䛾䚸䛣䛖䛧䛯≧ἣ䛾୰䛷䚸㡲ཎᆅ༊䛻య⫱㤋䜢᪂䛯䛻䛴䛟䜛䛣䛸䛿㞴䛧䛔䚹Ꮫᰯ䛾య⫱㤋䛾฼⏝⪅䜒ᑡ䛺

䛔䛾䛜⌧≧䚹㻌

! 㐨䛾㥐䛻䛴䛔䛶䜒኱䛝䛺❧ὴ䛺᪋タ䛾ᩚഛ䛿㞴䛧䛔䚹ภ༡䝀䞊䝖䜴䜵䜲䛿⏫䛜 㻝㻠൨෇㈇ᢸ䛧䛯䛸⪺䛔䛶䛔
䜛䚹࿘㎶䛾㐨䛾㥐䛸䛾㊥㞳䠄ୗ⏣䛾䜎䛱䛺䛛䜈䛿䠒䚸䠓ศ⛬ᗘ䚸᫛࿴䛾᳃㐨䛾㥐䛛䜙䛿 㻞㻜 ศ⛬ᗘ䠅䛛䜙⪃䛘

䛶䜒㡲ཎೃ⿵ᆅ䜈䛾㐨䛾㥐䛾ᚲせᛶ䚸฼⏝ᛶ䛿ప䛔䛸ᛮ䜟䜜䜛䚹㻌

! 㡲ཎᆅ༊䛾Ꮚ䛹䜒䝷䞁䝗䛻䛴䛔䛶䜒䚸⟪సᆅ༊䛻ᩚഛ䛩䜛䛣䛸䛿⪃䛘䜙䜜䛺䛔䛛䚹 
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ṽṽṽṽឋွࣖሉឋွࣖሉឋွࣖሉឋွࣖሉᴾPPP

! ⟪సࡢೃ⿵ᆅࡢᆅᶒ⪅୍ࠊࡣ࡟㒊ྠព࠸࡞ࡀ᪉ࡢ࡜ࡿ࠸ࡀヰࠋࡿ࠶ࡀᆅᶒ⪅ࡾ࠿ࡗࡋ࡜ㄪᩚ࡯࡚ࡋ

 ࠋ࠸ࡋ
э  㔞➼ࡢẁ㝵࡛ᇙࠊ࡚❧ࡵά⏝࡚࠸ࡘ࡟ពྥࡢ☜ㄆࠋྠࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ ព࠸࡞ࡢ᪉ࠋࡓࡗ࠿࡞࠸ࡣ

�ࠋ࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠸࡚࡛ࡀヰ࡞࠺ࡼࡢࡑࠊࡵࡓࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ㄝ᫂ࡳࡢ⪅⾲௦ࠊࡣ᪉ࡢ⥆┦

! ೃ⿵ᆅࠊ࡚࠸ࡘ࡟ᇙࡣ࡚❧ࡵ஢ゎࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᅵᆅࢆ㈙࠿ࡢࡿࢀࡃ࡚ࡗ㸽೉ᆅ࠿ࡢ࡞㸽ᆅᶒ⪅ࡢ࡬

᮲௳ᥦ♧ࠋ࠸࡞ࡽ࠿ࢃࠊࡵࡓ࠸࡞ࡀ 
э ࡛ࡤࢀࡁ㈙୍ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࡜࠸ࡓࡾྲྀ࠸㒊ࡢᆅᶒ⪅ࡣ࡬㈙ࡢࡾྲྀ࠸ពྥ࡛ㄝ᫂ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 
э ᅵᆅ฼⏝ࡢ┠ⓗࠊ᪉ྥᛶࡀỴ࠸࡞࠸࡚ࡗࡲ⌧ẁ㝵࡛ࠊࡣ᮲௳ࡸ஦ᴗࡢㄝ᫂ࡀ㞴ࠊࡵࡓࡢࡑࠋ࠸ࡋ

௒ᖺᗘ᳨ࠊウ఍࡚࠸࠾࡟ᅵᆅ฼⏝ࡢ┠ⓗࠊࡸ᪉ྥᛶࢆ᫂☜໬ࠋ࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋ 
э ㎰ᆅࢆ㎰ᆅᩚ࡚ࡋ࡜ഛࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍᆅᇦ᣺⯆ࢆ┠ⓗᩚࡓࡋ࡜ഛࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࡜ࡤࢀࡁ࡛ࡀ 

! බඹࡢᅵᆅ࡛ࠊࡤࢀࡅ࡞ᇙࠋ࠿ࡢ࠸࡞ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ࡚❧ࡵ 
э ㎰ᆅࡲࡲࡢᇙࠊ࡚࡚❧ࡵᇙࡓ࡚❧ࡵᚋ࡟ᅡሙᩚഛࡋ㎰ᆅ࡚ࡋ࡜ά⏝ࠊࡀࡿࡁ࡛ࡣ࡜ࡇࡿࡍ௒ᚋ

 ࠋ࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸࡞ᑡࡣ⪅ᆅᶒࡿ࠸࡚࠼⪄ࢆ⏝㎰ᆅ฼࡟ᴟⓗ✚ࡶ
! ᩚ ഛᚋࡢ⥔ᣢ࣭⟶⌮࡟ᑐࠋ࠸ࡋ࡯࡚࠼⪄ࡾ࠿ࡗࡋࡶ➼⏝㈝ࡿࡍ㸦ᩚഛࡣ࡛ࡋ࡞ࡥࡗࡾࡸࡢᅔࡿ㸧 
! య⫱㤋ࡸ㐨ࡢ㥐ࡀ㞴ࠊࡀࡔ࡜ࡇࡢ࡜࠸ࡋᕷࡀฟ࡞⬟ྍࡀ࡜ࡇࡍண⟬ࠊ࡝࡞ᕷࡢពྥ࡜ࡗࡶࢆゝ࡚ࡗ

㈈ࠊពᛮࡿࡃࡘ࡚ࡋ࡜ᕷࠋ࠸ࡋ࡯࡚ࡋ♧ࢆ᪉㔪ࡸ⟭ணࡢᕷࠊࡶ࡚ࡗࡓ࠶࡟ウ᳨ࠋ࠿࠸ࡣ࡛ࡢ࠸ࡼࡶ

 ࠋ࠿ࡢࡿ࠶ࡣ※
! య⫱㤋ᩚࡢഛ࠾ࡣ㔠ࡢ࡬┴ࠋࡢࡶࡿ࠿࠿ࡀാࠋ࠿ࡢ࠸࡞ࡁ࡛ࡣࡅ࠿ࡁ 

э ๓ᕷ㛗ࡢ᫬࡟┴ࠊせᮃࢆᣲࠋࡿ࠸࡚ࡆᙜ᫬ࡓࡗ࠸࠺ࡑ࡟┴ࡣពྥࠋࡓࡗ࠶࡛࡜ࡇࡢ࡜࠸࡞ࡣ 
! 㡲ཎᆅ༊ࠊࡣᇙࡵ❧࡚ᚋ࡟ᆅᶒ⪅࡟ᅵᆅࢆ㏉༷ࠋ࠿ࡢࡿࡍ 

э ᇙࡵ❧࡚ᚋࠊᅡሙᩚഛ࡚ࡋࢆ㎰ᆅ࡚ࡋ࡜㏉༷ࠊࡀࡿࢀࡽ࠼⪄ࡶ࡜ࡇࡿࡍ㎰ᆅ࡚ࡋ࡜ά⏝࠸ࡓࡋ

ᆅᶒ⪅ࡶᑡࡤࢀࡁ࡛ࠋ࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸࡞㈙ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࡜࠸ࡓࡾྲྀ࠸ 
! ⦪㈏㐨 IC  ࠋࡣ⦌⤒ࡓࡵỴࢆ

э ᅜ㐨 414 ࢆᡤ⟠ࡿ࡛ࡀຠᯝ␒୍ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡓࡋഛᩚࢆ㸧ࣝࢿࣥࢺ㈏㐨㸦⦪ࠊྕ IC ࡙⨨఩࡟

 ࠋࡿ࠸࡚ࡅ
 
  

鈴木浩伸

鈴木浩伸



➨
䠍
ᅇ
ୗ
⏣
ᕷ
ᘓ
タ
Ⓨ
⏕
ᅵ
ά
⏝
᳨
ウ
఍
㈨
ᩱ
䠄
H

30
.8

.8
䠅 

   Š
ͅ

ᙀ
ע

Ʒ
ˮ

ፗ
�

۵
㡲

ཎ
ೃ

⿵
ᆅ
ࠊ

⟪
స

ೃ
⿵
ᆅ

ࡣ
ࠊ
ࠊ
Ʒ

҅
ᢿ
Ŵ

׎
ᢊ

��
�
ӭ

ඝ
ƍ

ƴ
ˮ

ፗ
ࡋ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

ᕷ
ࡢ

ᕷ
⾤

ᆅ
࡬
ࡣ

㌴
࡛

15
㹼

20
ศ
⛬
ᗘ
࡛

⾜
ࡃ

ࡇ
࡜

ࡀ
࡛

ࡁ
ࡲ

ࡍ
ࠋ

 
۵

ೃ
⿵

ᆅ
࡟

㏆
᥋

ࡋ
࡚

ࠊ
˙

ᝃ
ጏ

ᝦ
ᐯ

ѣ
៻

ᢊ
Ტ

ඕ
඾

ɦ
ဋ

ᢊ
ែ

Უ

Ʒ
Ტ

ˎ
ᆅ

Უ
ᡞ
߷

+%
ŴᲢ

ˎ
ᆅ

Უ
᪰
Ҿ

+%
ŴᲢ

ˎ
ᆅ
Უ

ɦ
ဋ

҅
+%

ƕ
ૢ

ͳ
ƞ

Ǖ
ǔ

ᚘ
ဒ
࡜
࡞
ࡗ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 

Š
ʴ

ӝ
ȷ

င
ಅ
�

۵
ᕷ

඲
య

࡜
ྠ

ᵝ
࡟
ࠊ
᪰
Ҿ
ע
ғ
Ŵ
ሜ
˺
ע
ғ
Ʊ
ǋ
ƴ
ʴ
ӝ
ถ
ݲ
ࡀ

⥆
࠸

࡚
࠸

ࡲ
ࡍ

ࠋ
 

۵
㡲

ཎ
ᆅ

༊
ࡣ

ᖹ
ᡂ

10
ᖺ㸦

57
1
ே
㸧
࠿
ࡽ
ᖹ
ᡂ

28
ᖺ
㸦

38
5
ே

㸧ࠊ

⟪
స

ᆅ
༊

ࡣ
ᖹ
ᡂ

10
ᖺ
㸦

54
3
ே
㸧
࠿
ࡽ
ᖹ
ᡂ

28
ᖺ
㸦

44
5
ே

㸧

࡜
࡞

ࡗ
࡚

࠸
ࡲ

ࡍ
ࠋ

 
۵

⏘
ᴗ
࡜

ࡋ
࡚

ࡣ
ࠊ
ၟ

ᕤ
ᴗ
ࡢ

஦
ᴗ
ᡤ

ࡣ
ᑡ

࡞
ࡃ
ࠊ
ע
ғ
Ʊ
Ơ
Ư
Ƹ

ᠾ
ಅ

ƕ
ɼ

ᙲ
Ƴ

င
ಅ
࡜
࡞
ࡗ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ
㈍
኎
㎰
ᐙ
ᩘ
ࡢ
᥎
⛣
ࢆ

ࡳ
ࡿ

࡜
ࠊ
ݦ

ಅ
ᠾ

ܼ
Ŵ

ᇹ
Ძ
ᆔ

ψ
ಅ
ᠾ

ܼ
Ŵ
ᇹ

Წ
ᆔ

ψ
ಅ
ᠾ

ܼ
Ʊ

ǋ
ƴ

ถ
ݲ
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 
                    

Š
ם

ע
М

ဇ
Ʒ

ཞ
ඞ

 
۵

୧
ೃ
⿵

ᆅ
࡜

ࡶ
࡟
ࠊ
୍
㒊
㎰

ᆅ
࡜
ࡋ

࡚
฼

⏝
ࡉ

ࢀ
࡚

࠸
ࡿ

ࡶ
ࡢ
ࡢ
ࠊ
ٻ
ᢿ
Ў
ƕ
ச
М
ဇ
ע
Ტ
ᒰ
ע
ȷ
ᆰ
ע
ሁ
Უ
࡜

࡞
ࡗ

࡚
࠸
ࡲ

ࡍ
ࠋ

 
۵

⟪
స
ೃ

⿵
ᆅ

࡟
ᨩ

੗
Ơ

Ư
˰

ܡ
ƕ
Ძ

᠀
࡫

Ƭ
Ư

ƍ
Ǉ

Ƣ
ࠋ

 
                                 

 

ɦ
ဋ
ࠊ
࡫
ᚨ
ႆ
ဃ
ם
౨
᚛
ᴾ
ͅ
ᙀ
ע
ί
᪰
Ҿ
ע
ғ
Ẇ
ሜ
˺
ע
ғ
ὸ
ỉ
ಒ
ඞ
ᴾ

ˮ
ፗ
׋
ί
ࠊ
μ
˳
ὸ
ᴾ

ˮ
ፗ
׋
ί
ͅ
ᙀ
ע
˄
ᡈ
ਘ
ٻ
ὸ
ᴾ

ם
ע
М
ဇ
ྵ
ඞ
׋
ί
᪰
Ҿ
ͅ
ᙀ
ע
ὸ
ᴾ

ם
ע
М
ဇ
ྵ
ඞ
׋
ί
ሜ
˺
ͅ
ᙀ
ע
ὸ
ᴾ



➨
䠍
ᅇ
ୗ
⏣
ᕷ
ᘓ
タ
Ⓨ
⏕
ᅵ
ά
⏝
᳨
ウ
఍
㈨
ᩱ
䠄
H

30
.8

.8
䠅 

Š
ඥ

ᢘ
ဇ

Ʒ
ཞ

ඞ
 

ż
ᣃ

ࠊ
ᚘ

ဒ
᧙

ᡲ
Ž
�

۵
ɲ

ͅ
ᙀ

ע
Ʊ

ǋ
ƴ

ᣃ
ࠊ

ᚘ
ဒ

ғ
؏

ٳ
ƴ

ˮ
ፗ

ࡋ

࡚
࠾

ࡾ
ࠊ
㸯

ha
ࢆ
㉺
࠼
ࡿ
኱
つ
ᶍ
࡞
㛤
Ⓨ
⾜
Ⅽ
࡟

ᑐ
ࡋ

࡚
ࡣ

チ
ྍ

ࡀ
ᚲ

せ
࡜

࡞
ࡾ

ࡲ
ࡍ
ࠋ

 

ż
ᠾ

௎
ಅ

᧙
ᡲ

Ž
�

۵
ɲ

ͅ
ᙀ

ע
Ʊ

ǋ
ƴ

ᠾ
ಅ

ਰ
ᐻ

ע
؏

ϋ
ƴ

ˮ
ፗ

ࡋ

࡚
࠸

ࡲ
ࡍ

ࠋ
ͅ

ᙀ
ע

ϋ
Ʒ

ٶ
Ƙ

Ʒ
ᠾ
ע

ƕ
ᠾ

ဇ
ע

ғ
؏
Ტ
᩷

ע
ᠾ

ע
Ჴ
Ҿ
Щ

ᠾ
ע

᠃
ဇ
ƕ

ᚩ
ӧ

ƞ
Ǖ

Ƴ
ƍ

Უ
࡟

ᣦ
ᐃ

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

ࡲ
ࡍ

ࠋ
 

۵
୧

ೃ
⿵

ᆅ
ෆ

࡟
ࡣ

᳃
ᯘ

ࡣ
࡞

࠸
ࡶ
ࡢ

ࡢ
ࠊ
࿘
㎶

ࡣ

᳃
ᯘ

࡟
ᅖ

ࡲ
ࢀ

࡚
࠸

ࡲ
ࡍ

ࠋ
 

ż
໎

ܹ
ݣ

ሊ
᧙

ᡲ
Ž
�

۵
◁

㜵
୕

ἲ
㸦

◁
㜵

ἲ
ࠊ
ᆅ
ࡍ

࡭
ࡾ
➼

㜵
Ṇ

ἲ
ࠊ
ᛴ

ഴ
ᩳ

ᆅ
ࡢ

ᔂ
ቯ

࡟
ࡼ

ࡿ
⅏

ᐖ
ࡢ

㜵
Ṇ

࡟
㛵

ࡍ
ࡿ

ἲ
ᚊ

㸧
࡟

ᇶ
࡙

ࡃ
ᣦ

ᐃ
༊

ᇦ
ࡢ

≧
ἣ

ࢆ
ࡳ

ࡿ
࡜

ࠊ

ž
ע

Ƣ
ǂ

Ǔ
᧸

ഥ
ғ

؏
ſ
ƕ
᪰

Ҿ
ͅ
ᙀ

ע
ƴ

ᡈ
੗

Ơ
Ư

ਦ
ܭ
ࡉ
ࢀ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 
۵
ࠕ

ᅵ
◁

⅏
ᐖ

㜵
Ṇ

ἲ
ࠖ
࡟
ᇶ

࡙
ࡃ
ᣦ

ᐃ
༊

ᇦ
ࡢ

≧

ἣ
ࢆ

ࡳ
ࡿ

࡜
ࠊ
ሜ
˺
ͅ
ᙀ
ע
ƕ
ž
ם
ჿ
໎
ܹ
ᜩ
়

ғ
؏
Ტ
ם

ჽ
්

Უſ
࡜
࡞
ࡗ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ
ࡲ
ࡓ
ࠊ
ɲ

ͅ
ᙀ

ע
ƴ

ᡈ
੗

Ơ
Ư
ž
ם

ჿ
໎

ܹ
ᜩ
়

ғ
؏
Ტ
ם

ჽ
්

Უ
ſŴ
ž
ם

ჿ
໎

ܹ
ᜩ

়
ғ
؏
Ტ

࣯
ͼ

૲
ע

Ʒ
ߐ

ْ
Უ
ſ
ƕ

ਦ
ܭ
ࡉ
ࢀ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 

Š
ᢊ

ែ
ȷ

ඕ
߷

Ʒ
ཞ

ඞ
 

۵
୧

ೃ
⿵

ᆅ
࡜

ࡶ
࡟

ᅜ
㐨

41
4
ྕ

࡟
᥋

ࡋ
࡚

࠸
ࡲ

ࡍ
ࠋ
ᖹ
ᡂ

27
ᖺ

ᗘ
㐨

㊰

஺
㏻

ࢭ
ࣥ

ࢧ
ࢫ

࡟
ࡼ

ࡿ
࡜

ࠊ
࠯

ଐ
��

଺
᧓
Ʒ

ᐯ
ѣ
៻

ʩ
ᡫ

᣽
Ƹ

��
��
�

Ө
࡜

࡞
ࡗ

࡚
࠸

ࡲ
ࡍ

ࠋ
 

۵
˙

ᝃ
ጏ

ᝦ
ᐯ

ѣ
៻

ᢊ
Ტ
ඕ
඾

ɦ
ဋ
ᢊ

ែ
Უ
î

஖
Ტ

έ
ᘍ

ʙ
ಅ

ғ
᧓
Ჴ
ኖ

��
�

ɛ
Უ
Ʒ

ૢ
ͳ

ƕ
ᡶ

Ǌ
ǒ

Ǖ
࡚

࠾
ࡾ

ࠊ
ೃ

⿵
ᆅ

࡟
㞄

᥋
ࡋ

࡚
(௬

⛠
)㏫

ᕝ
IC

ࠊ

(௬
⛠

)㡲
ཎ

IC
ࠊ

(௬
⛠

)ୗ
⏣
໭

IC
ࡀ
ᩚ
ഛ
ࡉ
ࢀ
ࡲ
ࡍ
㸦ࠋ

ୗ
⏣
໭
ࡣ
ࣇ

ࣝ
IC

ࠊ
㏫
ᕝ
ཬ
ࡧ
㡲
ཎ
ࡣ
ࣁ
࣮
ࣇ

IC
㸧

 
۵

㡲
ཎ

ೃ
⿵

ᆅ
ࡣ

ࠊ
✄

⏕
ἑ

Ỉ
⣔

ࡢ
‽

⏝
Ἑ

ᕝ
㏫

ᕝ
ᕥ

ᓊ
࡟

᥋
ࡋ

࡚
࠸

ࡲ
ࡍ
ࠋ

⟪
స

ೃ
⿵

ᆅ
ࡣ

ࠊ
✄

⏕
ἑ

Ỉ
⣔

ࡢ
஧

⣭
Ἑ

ᕝ
✄

ᱻ
ᕝ

ᕥ
ᓊ
࡟

᥋
ࡋ

࡚
࠸

ࡲ
ࡍ
ࠋ
�

      

Š
᧸

໎
 

۵
׎
ᢊ

��
�
ӭ
ƕ

ᇹ
Ძ

ഏ
ዬ
࣯

ᢤ
ᩊ
ែ

ࠊ
ᆖ

భ
ݱ

ܖ
ఄ

ƕ
࠼

؏
ᢤ
ᩊ

ע
࡜

࡞

ࡗ
࡚

࠸
ࡲ

ࡍ
ࠋ

 
۵

ࡑ
ࡢ
࡯

࠿
ࠊ
✄
ᱻ

ᆅ
༊

࡜
ࡋ

࡚
ⴠ
ྜ

༊
Ẹ

఍
㤋

ࠊ
✄

ᱻ
୰

Ꮫ
ᰯ
ࠊ
ᇶ
ᖿ

㞟
ⴠ

ࢭ
ࣥ

ࢱ
࣮

ࠊ
㡲

ཎ
༊

Ẹ
఍

㤋
ࠊ
ඵ

ᮌ
ᒣ
㞟

఍
ሙ

ࠊ
┦

⋢
බ

఍
ᇽ

࡞
࡝
ࡀ

ᣦ
ᐃ

㑊
㞴

ᡤ
㸦

ᗈ
ᇦ

㑊
㞴

ሙ
ᡤ

㸧
࡜

࡞
ࡗ
࡚

࠸
ࡲ

ࡍ
ࠋ

 
۵

ᅵ
◁
⅏

ᐖ࣭
ὥ
Ỉ

ࣁ
ࢨ

࣮
ࢻ
࣐

ࢵ
ࣉ
࡟

ࡼ
ࡿ

࡜
ࠊ
୧
ೃ

⿵
ᆅ
࡜

ࡶ
Ἑ
ᕝ

࡟
ࡼ

ࡿ
ᾐ

Ỉ
⿕

ᐖ
ࡣ

᝿
ᐃ

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

ࡲ
ࡏ
ࢇ

ࠋ
 

   Š
ɥ

ˮ
ᚘ

ဒ
ȷ

Ӳ
ᆔ

ᚘ
ဒ

Ʒ
ૢ

ྸ
Ტ

᪰
Ҿ

ע
ғ

Ŵ
ሜ

˺
ע

ғ
Ʒ

ˮ
ፗ

Ʈ
ƚ

Უ
�

ż
ᇹ

Ხ
ഏ

ɦ
ဋ

ࠊ
ዮ

ӳ
ᚘ

ဒ
Ჴ

࠯
঺

��
࠰

Ჭ
உ

ሊ
ܭ

Ž
�

۵
➨

㸲
ḟ

ୗ
⏣

ᕷ
⥲

ྜ
ィ

⏬
࡛

ࡣ
ࠊ
ͅ

ᙀ
ע

Ǜ
ԃ

ǉ
᪰

Ҿ
ע

ғ
Ŵ

ሜ
˺

ע
ғ
ࡣ
ࠊ
Ỉ
※
ᾰ
㣴
ࡸ
ಖ
Ỉ
⬟
ຊ
ࡢ
ಖ
඲
࡟
ດ
ࡵ
ࡿ
ƀ

൦

เ
Ǩ

Ȫ
Ǣ

Ɓ
ƴ

ˮ
ፗ

Ʈ
ƚ
ࡽ
ࢀ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 
۵

ࡲ
ࡓ
ࠊ
˙
ᝃ
ጏ
ᝦ
ᐯ
ѣ
៻
ᢊ

+%
ԗ
ᡀ
ע
؏

࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡣ
ࠊ
ᆅ

ᇦ
ࡢ

≉
ᛶ

ࢆ
㋃

ࡲ
࠼

ࠊ
᪤
Ꮡ

ࡢ
ఫ

⎔
ቃ
࡜

ࡢ
ㄪ

࿴
࡟

㓄
៖
ࡋ
ࡓ

ᅵ
ᆅ

฼
⏝

ࢆ
ᅗ

ࡿ
ƀ
᭗
ᙹ
఍
࠴
ዴ
ᢊ
ែ
ԗ
ᡀ
Ǩ
Ȫ
Ǣ
Ɓ
ƴ
ǋ
ˮ

ፗ
Ʈ

ƚ
ࡽ

ࢀ
࡚

࠸
ࡲ

ࡍ
ࠋ

 

ż
ɦ

ဋ
ࠊ

ᣃ
ࠊ

ᚘ
ဒ

Ȟ
ǹ

ǿ
ȸ

ȗ
ȩ
ȳ

Ჴ
࠯
঺

��
࠰

Ჭ
உ
ሊ

ܭ
Ž

 
۵


ˎ
ᆅ

�ɦ
ဋ
҅

+%
ԗ
ᡀ

Ŵ

ˎ

ᆅ
�᪰

Ҿ
+%

ԗ
ᡀ

Ƹ
Ŵž

̬
μ

෇
ဇ

Ǩ
Ȫ

Ǣ
ſ
ƴ

ˮ
ፗ

Ʈ
ƚ
ࡽ

ࢀ
࡚
࠸

ࡲ
ࡍ
ࠋ
஺
㏻

❧
ᆅ
ࡢ

ඃ

఩
ᛶ

ࢆ
ά

࠿
ࡋ
ࠊ
⅏
ᐖ

᫬
࡟
ࡶ

㐃
ᦠ
࡛

ࡁ
ࡿ

௻
ᴗ

ࡸ
ࠊ
ᆅ
ᇦ

ࡢ

㈨
※

ࢆ
ά

⏝
ࡋ

࡚
ࡃ

ࢀ
ࡿ

௻
ᴗ

ࡢ
ㄏ
⮴

ࠊ
⅏
ᐖ

᫬
࡟

ࡶ
ά
⏝
࡛

ࡁ
ࡿ

ᗈ
ሙ

ࡢ
☜

ಖ
ࢆ

⾜
࠺
ž

᧸
໎

Ʊ
ע
؏

ႆ
ޒ

Ʒ
ƨ

Ǌ
Ʒ

ғ
؏
ſ

Ʊ
Ƴ

Ƭ
Ư

ƍ
Ǉ

Ƣ
ࠋ

 
۵


ˎ
ᆅ

�ɦ
ဋ
҅

+%
ԗ

ᡀ
Ŵ

ˎ

ᆅ
�᪰

Ҿ
+%

ԗ
ᡀ

Ʒ
ӕ

ኵ
଀

ሊ

࡜
ࡋ

࡚
ࠊ

˙
ᝃ

ጏ
ᝦ

ᢊ
ᐯ

ѣ
៻

ᢊ
࡫

ᚨ
ႆ

ဃ
ם

Ʒ
М

ဇ
౨

᚛

㸦
┒

ᅵ
ࠊ

ᇙ
❧

ࡢ
᳨

ウ
㸧
ࠊ

໎
ܹ
଺
ƴ
ǋ
М
ဇ
ư
Ɩ
ǔ
ٶ
Ⴘ
ႎ

Ƴ
࠼

ئ
Ტ
࠼

؏
π

ט
ሁ

Უ
Ʒ

ૢ
ͳ
࡞

࡝
ࡀ

఩
⨨

࡙
ࡅ

ࡽ
ࢀ
࡚
࠸

ࡲ
ࡍ

ࠋ
 

۵

ˎ

ᆅ
�ɦ

ဋ
҅

+%
Ɣ
ǒ


ˎ
ᆅ

�᪰
Ҿ

+%
ɟ

˳
ƕ

᧸
໎
ਗ

ໜ

ƴ
ˮ

ፗ
Ʈ

ƚ
ࡽ

ࢀ
࡚

࠸
ࡲ

ࡍ
ࠋ
⅏

ᐖ
Ⓨ
⏕

᫬
࡟

ᗈ
ᇦ

ⓗ
࡞
ᨭ
᥼

ά
ື

࡟
ᑐ

ᛂ
࡛

ࡁ
ࡿ

ࡼ
࠺

ࠊఀ
㇋

⦪
㈏
⮬

ື
㌴

㐨
ࡢ

ᩚ
ഛ
࡟
క

࠸
Ⓨ

⏕
ࡍ

ࡿ
࡫

ᚨ
ႆ

ဃ
ם

Ǜ
෇

ဇ
Ơ

ƨ
ᡯ

঺
Ǜ

౨
᚛
ࡋ

ࡘ
ࡘ

ࠊ

+%
˄

ᡈ
ƴ

᧸
໎

෇
ѣ

Ʒ
ਗ

ໜ
Ʊ

Ƴ
ǔ

ئ
৑

ࢆ
⅏

ᐖ
ࡢ

ែ
ᵝ

࡟

ᛂ
ࡌ

࡚
㐺

ษ
࡟

ᑐ
ฎ

࡛
ࡁ

ࡿ
ࡼ

࠺
࡟

ᙐ
ૠ

ᄩ
̬

ࡍ
ࡿ

ࡇ
࡜

࡟

࡞
ࡗ

࡚
࠸

ࡲ
ࡍ

ࠋ
 

ż
ɦ

ဋ
ࠊ

ᆖ
భ

ע
ғ

᣺
ޛ

Ʈ
Ƙ

Ǔ
ؕ
ஜ

ನ
े

Ჴ
࠯
঺

��
࠰
Წ

உ
ሊ
ܭ

Ž
 

۵
㔛

ᒣ
࡙

ࡃ
ࡾ

ࡢ
ྲྀ

⤌
ィ

⏬
ࡢ

୍
ࡘ
࡜

ࡋ
࡚

ࠊ᪰
Ҿ
ͅ

ᙀ
ע

ƴ
ž
ᬟ

៻
ئ

Ŵ
Ȉ

Ǥ
Ȭ

Ŵ˞
ক

৑
Ʒ
ૢ

ͳ
ſ
ƕ
ˮ

ፗ
Ʈ

ƚ
ࡽ

ࢀ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 

Š
ᢤ

ᩊ
ע

ɟ
ᚁ

�

࠼
؏
ᢤ
ᩊ
ע
ᴾ

ᆖ
భ
ݱ
ܖ
ఄ
ᴾ

ਦ
ܭ
ᢤ
ᩊ
ئ
৑
ᴾ

ί࠼
؏
ᢤ
ᩊ
ئ
৑
ὸᴾ

ᆖ
భ
ݱ
ܖ
ఄ
Ẇ
ᓳ
ӳ
ғ
ൟ
˟

᫾
Ẇ
ᆖ
భ
ɶ
ܖ
ఄ
Ẇ
Ẇ
ؕ
࠴
ᨼ

ᓳ
Ἅ
ὅ
ἑ
Ὂ
Ẇ
᪰
Ҿ
ғ
ൟ
˟

᫾
Ẇ
ẝ
ẵ
Ằ
ޛ
ỉ
ܼ
Ẇ
ο
ங
ޛ

ᨼ
˟
ئ
Ẇ
᛭
ᚧ
ᅕ
ᅈ
Ẇ
Ⴛ
ྚ

π
˟
ؘ
Ẇ
҅
ื
Ὀ
᣼
π
ൟ
᫾
Ẇ

ь
ف
᣼
Ἧ
Ὂ
Ἶ
Ἧ
Ὂ
Ἶ
ᴾ

㈨
ᩱ

㸸
ୗ

⏣
ᕷ

ᆅ
ᇦ

㜵
⅏

ィ
⏬

 



 

参考資料２：須原地区・箕作地区の位置づけ（上位計画等の整理） 
 
ު第４次下田市総合計画【平成 23 年 3 月策定】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

《土地利用構想》 
y 須原地区、箕作地区は、自然破壊につながる無秩序な開発を抑制し、水源涵養や保水能力の保
全に努める『水源エリア』に位置づけられている。また、伊豆縦貫自動車道 IC周辺地域につい
ては、地域の特性を踏まえ、既存の住環境との調和に配慮した土地利用を図る『高規格幹線道
路周辺エリア』にも位置づけられている。 

《道路：基本目標を実現するための施策》 
y 災害や地域発展の核となる伊豆縦貫自動車道の早期完成を促進する。 

y 高規格道路の開通に対応した幹線道路の整備を促進する。 

 【区分別土地利用構想図】 

須原候補地 

箕作候補地 

須原地区、箕作地区は『水源エリア』及び『高規格幹線道路周辺エリア』に位置づけられている 



 

ު下田市都市計画マスタープラン【平成 28 年３月策定】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

須原候補地 

箕作候補地 

【土地利用方針図】 

土地利用関連 

(仮)下田北 IC 、(仮)須原 IC 周辺は『防災と地域発展のための区域』に位置づけられている 
(仮)下田北 IC 、(仮)須原 IC 周辺の取組施策として、伊豆縦貫自動車道建設発生土の利用検討が位置づけられている 

 

《土地利用の方針等》 
y 箕作地区は、美しい里山がある地域の生活拠点として、住環境の維持・向上を図る『大規模集
落』に位置づけられている。 

y 須原地区は、里山の景観、住環境の維持・向上を図る『既存集落地』に位置づけられている。 

y (仮)下田北 IC周辺、(仮)須原 IC周辺は、交通立地の優位性を活かし、災害時にも連携できる企
業や、地域の資源を活用してくれる企業の誘致、災害時にも活用できる広場の確保を行う、保
全活用エリア（防災と地域発展のための区域）に位置づけられている。 

■（仮）下田北 IC や（仮）須原 IC 周辺の取組施策 【地域別構想】 
y 伊豆縦貫自動車道建設発生土の利用検討（盛土、埋立の検討） 

y 乱開発の防止、住環境を保護するための都市計画区域編入等、土地利用規制実施の検討 

y 災害時にも利用できる多目的な広場（広域公園等）の整備 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

《道路や交通に関する方針等》 
y 高速道路網や沼津市・三島市等の東
部地域との連携強化、下田市内通過
交通の交通処理機能を持つ道路とし
て、高規格幹線道路に位置づけた伊
豆縦貫自動車道を配置し、整備を促
進する。 

y 沼津市・三島市方面を結ぶ道路、伊
豆縦貫自動車道(仮)蓮台寺 IC等への
アクセス道路、また下田市内通過交
通の交通処理機能を持つ道路とし
て、主要幹線道路に位置づけた国道
414 号の狭小区間等の整備を促進す
る。 

y 伊豆縦貫自動車道等を利用した公共
交通機関の整備を促進する。 

《公園や緑化に関する方針等》 
y 稲梓地域の森林や農地を利用して、
美しい里山づくりプロジェクトを実
施する。 

y IC周辺に、市民や来訪者が運動でき
る場をつくり、健康の増進やスポー
ツを通じて賑わう拠点をつくる。（取
組施策：多目的な広場（広域公園等）
の整備。スポーツ合宿や大会等の誘
致。） 

y 国道、県道等の沿道は、花々の植栽
により季節の花々が楽しめる環境を
整備する。 

 

 

《景観に関する方針等》 
y 須原地区、箕作地区を含め「里山ゾーン」は、豊かな里山・水辺・田園と調和した魅力的な農
村景観を形成する。須原地区、箕作地区を含む稲梓地域の既存集落は、里山の景観、住環境の
維持・向上を図る。（取組施策：土地利用や建物、景観のルールづくり） 

y 伊豆縦貫道自動車道のインターチェンジ周辺や下田港をはじめとする下田の玄関口となる地点
は、下田がイメージされる案内看板等により、もてなしを感じる景観を演出する。 

y 海岸沿いや山間部を走る主要な道路は、道路上から得られる自然景観を沿道景観として取り組
むため、眺望景観を阻害する建物や構造物について高さ等の誘導を図り、通景を確保する。 

y IC 周辺は、西伊豆や下田の玄関口としてふさわしい景観形成を図る。（取組施策：IC 周辺にお
ける屋外広告物の適正な設置誘導） 

y 旧稲梓地域として、旧下田街道等（小鍋峠古道等）の歴史的資源を再生した遊歩道の整備や大
平山遊歩道をはじめとした森林浴等が楽しめる遊歩道の充実等により、豊かな自然や農村風景
を身近に味わえるネットワークを形成する。 

その他（景観、防災など） 

都市施設関連 

【将来交通体系図】 

須原候補地 

箕作候補地 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

《防災に関する方針等》 
y 伊豆縦貫自動車道の整備等により、災害時の緊急輸送路を確保する。 

y 伊豆縦貫自動車道を二次避難路としても活用する。 

y 災害時に東海岸方面への支援が可能となるよう、道路を確保する。（取組施策：県道河津下田線
の整備） 

y 都市防災方針図では、（仮）下田北 ICから（仮）須原 IC一体が防災拠点に位置づけられている。 
y 災害発生時、広域的な支援活動に対応できるよう、伊豆縦貫自動車道の整備に伴い発生する建
設発生土を活用した造成を検討しつつ、IC付近に防災活動の拠点（災害対策本部施設や応急復
旧活動等の拠点）となる場所を災害の態様に応じて適切に対処できるように複数確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【都市防災方針図】 

 

須原候補地 

箕作候補地 



 

ު伊豆東海岸都市圏総合都市交通マスタープラン【平成 24 年３月】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

《都市圏の将来像》 
地域資源を活かして、人が集い・賑わいながら、 

やすらぎや感動を与え、人々が輝く都市圏 
《都市圏の将来都市構造》 
◯都市圏の拠点として、市役所及び役場周辺の地区を中心市街地、その他の既存用途地域をその他
の市街地として位置づける。 

◯活発な交流を支える広域的な連携を図る軸として、国土を連携する高規格幹線道路等を高規格幹
線軸に位置づける。 

◯生活活動を支える軸として、本都市圏及び都市圏外の市街地、高規格幹線軸を連携する軸を都市
圏軸に位置づける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【伊豆東海岸都市圏の将来都市構造図】 

須原地区、箕作地区高規格幹線軸上に位置している 
箕作地区の下田北 IC は、高規格幹線軸と都市圏幹線軸の交流点となっている 

箕作候補地 
須原候補地 



 

ު下田市景観計画【平成 21 年 12 月策定】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ު下田市稲梓地区里山づくり基本構想【平成 28 年２月策定】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

《対象区域》 
y 須原地区の旧下田街道の小鍋峠古道周辺地区の
集落及びその後背地。（本業務の対象となる須原
候補地が含まれる） 

《地域特性》 
y 国道 414 号及びそれにつながる市道脇に民家が
点在し、その周辺は農地として利用されている。
平坦地が少ないため、農地はいずれも小規模な
区画で、後背地の森林と一体となり里山らしい
景観を創出しているものの、耕作放棄地も多く、
その対策が必要となっている。 

y 伊豆縦貫自動車道は、快適な観光の実現や安心
して生活できる環境の実現などが期待されてい
る。本地区に近接し、伊豆縦貫自動車道の最南
端にあたる河津下田道路（約 13 ㎞）の須原 IC

が整備される。 

y 旧下田街道は、三島大社から下田までの 70㎞の道で、江戸時代には北伊豆と南伊豆を結ぶ幹線
道路であった。旧下田街道の難所である小鍋峠を越える、河津湯ケ野と下田北ノ沢の区間は、
ハイキングコース「小鍋峠古道」として位置づけられている。 

須原候補地 

 

《里山ゾーン》 
y 須原地区、箕作地区は、豊かな里山・水辺・
田園と調和した魅力的な農村景観の形成を
目標とする景観誘導ゾーン位置図において
里山ゾーンに位置づけられている。 

■景観形成の方針 

 

 

【景観誘導ゾーン位置図】 

須原地区、箕作地区は、景観誘導ゾーンの『里山ゾーン』に位置づけられている 

¾ 川の流れをきれいに保ち、水辺の自然
環境を守る 

¾ 緑豊かな里山を維持し、それらを活用
した活動を大切にする 

¾ 豊かな自然と調和し、身近に接するこ
とができる親水空間をつくる 

¾ 里山田園に溶け込むような家なみ。佇
まいとする 

須原候補地 

箕作候補地 

取組計画として、須原候補地に「駐車場、トイレ、休憩場所の整備」が位置づけられている 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

y 伊豆急行電鉄株式会社と伊豆急ホールディングス株式会社は、オリーブによる伊豆地域活性化に
取り組んでいる。 

y 新しい観光資源による里山地域と国道 414号沿いの地域振興を図ることを目的に、平成 26年 12

月に「花木の里づくりプロジェクト協議会」が設立されている。 

y その他、隣接する箕作地区を中心に活動する「お吉桜を保存し普及する会」も、積極的な里山
づくり活動を行っている。 

《里山づくりの方向》 
本地区を応援してくれる人や組織との連携を図り、地域資源を磨き 

本市を訪れる観光客に提供し、本地区の交流人口の創出につなげる 
《「協働で支える里山づくり」概念図》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《小鍋峠古道周辺地区 里山づくり基本構想図》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《里山づくりのコンセプト、取組方針、取組計画》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《駐車場、トイレ、休憩所の整備》 
y 国道を走行する車両からわかりやすい位置が望ましく、北の沢橋北西側の共有地を候補とする。 

y トイレ等の施設は周辺景観や小鍋古道の歴史性との調和を考慮したデザインとする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「快
国
」下
田
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力
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り 

①伊豆縦貫自動車道への 
里山景観の視覚的なPR 

y 景観樹木「イチョウ」の植栽 
y はざかけ景観の創出（はざかけ米の栽培） 

 
②観光都市のポテンシャルを 

活かした農・竹資源の活用 

y ツマもの野菜栽培 
y オリーブ栽培 
y 竹の活用 
y 市内観光関連企業等によるCSR 活動との連携 

③ヨソモノ、ワカモノの 
積極的な受け入れ 

y まちおこしビジターの受け入れ 
y 大学などの教育機関との連携 

 
 
 
④交流人口を創出し 
リピーターをつくるサービスの提供 

y 駐車場・トイレ休憩場所の整備 
y 遊歩道の整備と散策ルートの設定 
y 交流拠点の整備（八木山公民館） 
y 縁側カフェの開催 
y 里山らしさを感じる産品の栽培・展示（わさ
び、栗、干し柿） 
y 下田古道を活かした歴史散策やトレイランのPR 
y ヤギによる除草（八木山のマスコット：ヤギ） 

コンセプト 取組方針 取組計画 

駐車場整備候補地位置図 概略計画平面図 
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したり、あるいは将来の子供たちに残すべきものを残せなかったりということはあってはな

らないんじゃないかなと思うわけです。そこについては、とにかく市民の意ぢをしっかり吸

い上げるということに尽きると思いますので、その作業は本当にできるだけ前向きに努力し

て、そして、その意ぢを事業者とか県、国に上げていただく、その努力をしていただきたい

と思うんです。その意ぢというのは、㈶成とか反対じゃなくてですよ。こういうことにしっ

かり㓄慮してくれと、あるいはここに建てないで㸯キロずらしてくれと、そういう細かいも

のもたくさん含まれておりますので、そういう㒊分でしっかりやっていただきたいと思いま

すので、最後にそこをせ望して、私の㉁問を終わらせていただきます。 

  ありがとうございます。 

○㆟㛗㸦小Ἠ孝敬君㸧 これをもって、㸰番 中村 敦君の一⯡㉁問を終わります。 

  次は、㉁問㡰位㸲番。㸯、伊㇋縦㈏自動㌴㐨建タ発生土の埋め立て候⿵地の利用について。

㸰、放ㄢ後児童クラブについて。 

  以上㸰件について、㸲番 渡㑓照志君。 

〔㸲␒ Ώ㑓↷志君Ⓩ壇〕 

○㸲␒㸦Ώ㑓↷志君㸧 㸲番 清新会 渡㑓です。 

  ㆟㛗の㏻告に従い、㡰次㊃旨㉁問をさせていただきます。 

  伊㇋縦㈏自動㌴㐨建タ発生土の埋め立て候⿵地の利用について。 

  㸯、令和元年㸴月㸵日の⾜政報告の中で、伊㇋縦㈏自動㌴㐨の建タ発生土処理の場所と使

用目的のゾーニング図が発⾲されました。両候⿵地の使用目的について、決定したものでは

ないという注㔘が書かれておりましたが、㧗㱋者の方々にもスポーツを㏻じてその楽しさや

仲㛫とのぶ睦を図り、生きがい創出のための場所の確保、またタ備の充実をお㢪いしたいと

思っておりました。 

  少し前、現在の㟼岡県年代別の㐠動時㛫の比㍑が掲㍕されておりました。それによります

と、20歳代から30、40、50、60、70歳代の㛵係がありましたが、圧倒的に60歳、70歳代の㐠

動㔞の多い結果が出ておりました。その理由は、皆様も御存じのとおり、グラウンドゴルフ

とゴルフの普及であります。今や㧗㱋者にとって一番の㊃味は、グラウンドゴルフとゝって

も㐣ゝではないと思います。下田市のグラウンドゴルフの愛好者も各地区に多数おり、数年

前から⾜われていた敷根公園での振興公社の教室の成果もあり、現在もグラウンドゴルフ人

口は増えていると聞いております。 

  そこで、箕作の埋め立てのゾーニング図の中に、㸯コートではありますが、グラウンドゴ

鈴木浩伸

鈴木浩伸
R1.9.11市議会議事録
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ルフの㡯目があり、私はもとより、稲梓、稲生沢地区の愛好者の方々は大変喜んだことだと

思います。ただし、残念なことに、グラウンドゴルフの正式なコート、約80メートル掛ける

55メートルですが、それをつくるには、ほんの少し㠃積が㊊りません。埋め立てる発生土を

増やし、㠃積をもう少し広げることができれば、正式なコートができ、愛好者も清々と練習

ができ、ヨ合もできます。 

  そこでお伺いします。今後、発生土を増やし、㠃積を広げることは可能でしょうか。 

  㸰、現在、下田市の㸲中学校の体育㤋の使用㢖度をㄪべましたが、夜㛫の社会体育の利用

者は、日曜日から土曜日まで満杯の状態です。令和㸲年には㸲中学校が統合され、新生下田

中学校として㛤校します。その後の残された体育㤋、校⯋がどのようになるのかまだ決定は

しておりませんが、その結果によっては、幾つかの屋内競技の団体が練習の場所がなくなる

のは目にぢえております。㟷少年健全育成にとっても、また、練習をしている人々にとって

も大変な事態となります。スポーツは人が生活していく上で欠かすことができないものと思

います。体育協会の皆様も体育㤋が㸯つでも㸰つでもなくなることに大変危惧しております。 

  そこでお尋ねします。㡲原のゾーニング図をぢますと、約100台が㥔㌴できる㥔㌴場があ

り、子供ランド、休息場、地場産品㈍売所などがィ画されております。㏆い将来、その場所

に体育㤋を、また下田だけでなく㈡ⱱ地区をにらみ、㜵災の拠点基地とともに㜵災倉庫、ヘ

リポートを併タ、㥔㌴場はそのまま生かし、河津桜のバスのピストン㍺㏦に利用すべきと思

いますが、いかがなものでしょうか。 

  仮想の数字ですが、この場所にバレーコート㸱㠃、バスケットコート㸰㠃の体育㤋ができ、

下田㧗校、新下田中学校の各㸰㠃が加われば、バレーコートは㸵㠃、バスケットコートは㸴

㠃となります。また、どこかの体育㤋が残れば、それ以上のつ模になります。㏆い将来、伊

㇋縦㈏自動㌴㐨が㛤㏻すれば、㧗校の大会のㄏ致も大いに期待できます。下田、㈡ⱱ地区の

子供にとって、その多くの技⾡を学ぶ場になることは㛫㐪いないと思います。また、大学な

どの合宿地にも大いに期待できます。 

  今まで東㒊、県大会に朝早く、また前泊をして大変だった下田、㈡ⱱ地区の中学生、㧗校

生、一⯡の方々のヨ合会場の形態が大きく変わることと思いますし、合宿や大会をきっかけ

とした下田の㹎㹐にもなると思いますが、現時点での市の考えをお伺いいたします。 

  㸱、発生土の埋め立ての場所は、箕作と㡲原以外の候⿵地を㑅ぶことは可能でしょうか、

お伺いします。 

  㸲、昨年12月の一⯡㉁問の様子を㹑㹆㹉さんのテレビ中継でぢましたが、その折、福井市

鈴木浩伸
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㛗より、発生土の埋め立て地に、東㒊地域には県のスポーツ施タがないので、是㠀東㒊地域

にもスポーツ施タをつくっていただきたいとお㢪いをしているという答弁がありました。そ

の後どのようになったでしょうか。また、現在も継続しているでしょうか、お伺いします。 

  次に、放ㄢ後児童クラブについてお伺いします。 

  まず第㸯に、支援員、これは㈨格取得者です。それと指導員、無㈨格者に児童に対しての

下田市独自のマニュアルはあるのでしょうか、お伺いします。 

  㸰、夏休みの期㛫は、学童室によっては朝㸵時半から18時までの10時㛫30分の勤務時㛫と

なります。支援員、指導員の待㐝はどうなっているのでしょうか。昼休みの時㛫が45分あり

ますが、仕事の㒔合上なかなかとれない状況もあり、その時㛫をとったとしても、㸯日の労

働時㛫は㸷時㛫45分となります。この状況をいかが考えているのでしょうか。職員の労働条

件についてお伺いします。 

  㸱、今後、放ㄢ後児童クラブのない浜崎、白浜、稲梓地区にも新タされると聞いておりま

す。浜崎地区は令和㸰年度㛤タと聞いておりますが、他の地区については、学校とのㄪ整と

か場所のㄪ整等と聞いておりますが、その後、㛤タの時期の㐍展はあったのでしょうか、お

伺いします。 

  今後、下田㸴名、稲生沢、朝日、浜崎、白浜、稲梓各㸱名の15名、合ィ21名の支援員、指

導員が㸴施タに勤務することになります。そして、その全ての方々が臨時職員で占められる

ことになると思います。現在も、土曜日は各施タは㸰人ずつの勤務になっているようですが、

突発的な事態が発生した場合、市役所は休みなので、支援員の方々は判断しかねる事例も出

てくる可能性があります。将来のことを考え、正職員を係として㑅任し、いつでも各施タの

緊急時に市の㈐任者としての対応ができ、また、指導員に対する助ゝ、各施タの支援員、指

導員の意ぢ交換の場などを提案できる方を㓄置することが望ましいと思いますが、いかがで

しょうか、お伺いします。 

  㸲、放ㄢ後児童クラブの下田の施タは学校教室、稲生沢はグラウンドに㠃した別㤋ですが、

朝日の施タは公民㤋です。やむを得ない様々な理由があってのこととは思いますが、朝日の

施タの周りはもともと㥔㌴場のつくりなので、コンクリートになっております。よって、外

㐟びはできない㞴点があります。今後、朝日小学校に空き教室ができれば、児童クラブの子

供たちがほかの子供たちとのびのび㐟べる環境の場になると思いますが、今後の可能性はい

かがでしょうか。 

  また、現状、消㜵に利用されている旧吉佐美幼稚園の㊧地を児童の㐟び場として㛤放でき
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ないものか、お伺いします。 

  以上、㊃旨㉁問を終わります。 

○㆟㛗㸦小Ἠ孝敬君㸧 一⯡㉁問の㏵中ですが、ここで休憩をしたいと思います。 

  㸰時10分まで休憩いたします。 

午後 㸰時 㸮分休憩 

──────────── 

午後 㸰時㸯㸮分再㛤 

○㆟㛗㸦小Ἠ孝敬君㸧 休憩を㛢じ会㆟を再㛤いたします。 

  休憩前に引き続き、一⯡㉁問を続けます。 

  当局の答弁を求めます。 

  市㛗。 

○市㛗㸦⚟井♸㍜君㸧 渡㑓㆟員の㉁問にお答えします。 

  最初に、体育㤋のㄏ致でございますけれども、私はかねてから、下田はスポーツツーリズ

ムに㐺した地なんだということで、いろいろと研究してまいりました。実㝿に、業者ともい

ろいろヰをしてやってきておりましたけれども、まず、一番最初にやったことがトライアス

ロンを下田でできないかということで㆙察と、あるいは業者ともいろいろおヰしましたけれ

ども、やはり㐨㊰事情で、トライアスロンはかなり無理だと。といいますのは、やはり代替

の㎽回㊰がないんですよね。㏻⾜止めしてやらなければいけない㠃で㎽回㊰がないというこ

とで㠀常に困㞴だという回答を得まして、そして、次にやったことはサーフィン、オリンピ

ックで正式な競技になりましたけれども、サーフィンの競技場を下田に持ってこられないか

ということで㐠動しましたけれども、これももう千ⴥ県の一宮町に決まっているということ

で、そういうほ点で、どうにかして下田をスポーツ㠃で、といいますのは、やはり温泉があ

ります。海があります。そして山があるというところで、㠀常に㐠動には㐺しているところ

だと思っておりまして、そういったほ点から、ちょうど当時は浜松のほうで、知事は㔝球場

を建築したいというふうなヰがございまして、なかなかうまくヰが⾜っていないと、そのヰ

を東㒊のほうに持ってきてくださいと。東㒊はそういう県の施タがございませんので、東㒊

だったら、特に下田だったら受け入れますからということでおヰしたんですけれども、発生

土の埋め立て地に㛵しては、㔝球場とかサッカーの国㝿ヨ合ができるような㠃はとれないと

いうことで、そのかわり、最㏆では、昔は考えられませんでしたけれども、㹒リーグ、卓球

のプロができたり、あるいはバスケットもプロができ、バレーボールもプロができていると
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いうことで、体育㤋で正式な国㝿ルールが㐺用できるものを県からㄏ致したいということで、

ある会㆟で県知事に提案をしたところでございます。その後、やはりまだ県としても正式に

は取り上げていただいていないというのが実態でありまして、体育㤋をつくるに当たっては、

ちょうど稲梓中学校があくようになりましたので、稲梓中学校の整備も㸯つの考えかなとい

う希望を持っております。 

  しかしながら、いろいろ㈈政㠃との兼ね合いがありますので、できたら県から、そういう

東㒊地区はそういう県のスポーツの施タがございませんので、ㄏ致できたらという形でこれ

からも㐠動はしていきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○㆟㛗㸦小Ἠ孝敬君㸧 建タㄢ㛗。 

○建タㄢ㛗㸦ⓑ井㐩哉君㸧 それでは、私のほうからは、建タ発生土の利活用候⿵地の㛵係に

ついて⿵㊊させていただきます。 

  まず、箕作の候⿵地の㛵係で、今後、埋め土を増やすことは可能でしょうかという御㉁問

に対してですけれども、こちらにつきまして、箕作につきましては、現時点、優先的に検ウ

していく予定でございますけれども、本年度、埋め立てによる河川への影㡪範囲等について、

県の河川担当者と協㆟を㐍めておるところでございます。どれだけ河川の側に埋め立ての位

置を㏆づけられるかというところの協㆟なんですけれども、その結果によって、埋め立て範

囲の確定、㐀成による確保できる平場の㠃積も確定できるものと考えています。国㐨と川に

挟まれて地形上の制約があるところでございますが、できるだけ受け入れる土㔞を増やして、

有効利用できる㠃積も増やせるように努力してまいります。 

  㡲原の利用ィ画についてですが、㆟員がおっしゃいます施タ等については一案でありまし

て、今後、稲梓地区におきまして、箕作と㡲原の両候⿵地につきまして住民の皆様の御意ぢ

を伺う地域ㄝ明会を予定しております。市民の御意ぢや㈝用対効果等も㋃まえ、総合的なほ

点からィ画を策定するように㐍めてまいりたいと考えております。 

  その他の候⿵地の㛵係ですけれども、発生土の受け入れにつきましては、下田市だけでな

く、㏆㞄の町でも検ウを㐍めていただいているところではございますが、現時点では予想さ

れる発生土㔞に対しまして、受け入れる場所の確保が十分とはゝいがたい状況でございます。

昨年度検ウㄪ査を⾜いました白浜、柿崎地区につきましても、国立公園第㸰種特別地域での

大つ模㐀成についてのチ可事例は全国的にもほとんどないことから、当ヱ地区での受け入れ

は、現実的には㞴しいと考えております。 
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  もしほかに候⿵地として検ウできる場所がありましたら、市の側でも積極的に現地確ㄆや

情報収㞟等を⾜わせていただきますので、皆様におかれましても候⿵地の提案等をいただけ

ればありがたいと考えております。 

  㡲原の候⿵地で、体育㤋の㛵係ですけれども、㡲原の候⿵地も検ウ場所の㸯つとして考え

た場合ですが、位置的に㟁㌴とかバス等の公共交㏻機㛵の利便性がⰋいとはゝえないあの場

所で日常的な㟂せが確保できるのか、中学校の統廃合が㐍んでいる中で、新つ体育㤋タ備の

必せ性、その他、市の単独施タとして整備をするのは㈈政的に㞴しいという中で、広域的な

体育㤋として検ウしていく場合に、縦㈏㐨の発生土受け入れの工事の㐍捗に㛫に合うように、

県や周㎶町との合意形成ができるのかどうかといったㄢ㢟が挙げられると思います。 

  いずれにしましても、必せ性も含めて広域体育㤋タ備を今後検ウしていくのであれば、相

応の時㛫をかけ検ウすべきと考えます。候⿵地につきましても、この縦㈏㐨の発生土利活用

候⿵地に㝈定せず、広く検ウすべきではないかと考えております。 

  私のほうからは以上でございます。 

○㆟㛗㸦小Ἠ孝敬君㸧 学校教育ㄢ㛗。 

○学校教⫱ㄢ㛗㸦土屋 仁君㸧 それでは、放ㄢ後児童クラブ㛵㐃の御㉁問について答弁をさ

せていただきます。 

  まず、支援員に対するマニュアルでございます。市の独自マニュアルというものはござい

ませんで、県の放ㄢ後児童支援員ㄆ定㈨格研修で利用されているテキストというものがござ

います。そちらを新つ採用者の皆様に㓄布させていただきますとともに、各放ㄢ後児童クラ

ブ室にタ置をしているということでございます。 

  それから、支援員の待㐝というような中で、夏期休暇の御㉁問がございました。夏期休暇

におけます㛤タ時㛫につきましては、㏻常は、土曜日と同様に朝の㸶時30分から17時30分、

保ㆤ者の就労状況によりまして前後30分を延㛗いたしまして、㸶時から18時ということで実

施をしております。なお、㸱月定例会でちょっと御ㄝ明はさせていただいたんですが、今年

度から下田小学校につきましては、人員的にシフトを組むことが可能であったため、㸵時30

分から㛤所いたしまして、㸵時30分に出勤した職員につきましては16時45分までの勤務とし

ているところです。 

  稲梓小学校の放ㄢ後児童クラブにつきましては、下田小学校同様に、㸵時30分㛤所をする

目的で、夏期の対応職員を例年より㸯人増員する予定であったんですが、支援員が確保でき

なかったため、㏻常㸶時30分㛤所と保ㆤ者の皆様には周知させていただいたんですが、職員
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